
　「乃白ポンプ場・大庭配水池築造（橋南給水改善事業）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和57年（1982年）～60年（1985年）

　第10次拡張事業により、橋北地区の末端台地は配水管網を整備したことで慢性的な
水不足は解消したが、橋南地区の上乃木・古志原・大庭の高台地区では、近年住宅地
として急速に発展、水圧の低下及び水不足から十分な給水が出来ない状態にあり、改
善が急務であった。
　一方で給水を配水池ごとにブロック化、相互の連携を計りながら水圧・流量を調
整、合理的な給水を行う必要が生じてきた。
　橋南給水改善事業では、忌部浄水場の浄水池の増設、乃白ポンプ場及び大庭配水池
を築造するとともに、配水管の整備を実施し、高台地区の安定給水を図った。
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満水位標高：77.50ｍ
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